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第
30
回
社
会
福
祉
法
人
滴
翠
会

　
　

秋　

季　

運　

動　

会

　

滴
翠
会
秋
季
運
動
会
は
、
十
月
九
日
救
護

施
設
慈
翠
舘
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
の
天
候
は
う
す
曇
り
の
運
動
会
日
和
と

な
り
、
法
人
傘
下
四
施
設
の
利
用
者
と
職
員

が
参
加
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
競
技
が
始

ま
る
と
種
目
毎
に
歓
声
が
あ
が
り
、
賞
品
も

い
た
だ
い
て
楽
し
い
運
動
会
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
各
施
設
と
も
高
齢
化
が
進
む
な
か

で
、
従
来
の
競
技
種
目
で
は
参
加
で
き
な
い

人
が
ふ
え
て
き
て
、
競
技
内
容
の
変
更
や
、

新
種
目
の
取
り
入
れ
等
、
今
後
の
課
題
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
運
動
会
に
よ
っ
て
施
設
を
利

用
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
体
力
の
維
持
向
上
と
施

設
間
の
交
流
を
図
り
、
更
に
は
地
域
老
人
会

や
保
育
園
や
障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
等
の
皆
さ

ん
と
の
交
流
も
大
切
に
し
て
運
動
会
の
発
展

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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養
護
老
人
ホ
ー
ム

滴て
き

翠す
い

苑え
ん

だ
よ
り

か
す
み
が
う
ら
市
横
堀
四
五
一―

五

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九―

五
九―

三
六
三
一

　

第
三
十
回

　
　
　

滴
翠
会
秋
季
運
動
会

　

十
月
九
日
、
四
施
設
合
同
で
百
三
十
名
が

参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

年
々
、
施
設
利
用
者
の
体
力
的
・
能
力
的

レ
ベ
ル
の
差
が
出
て
き
た
の
で
、
滴
翠
苑
で

は
利
用
者
四
十
四
名
の
内
、
参
加
が
出
来
た

の
は
二
十
五
名
で
し
た
。
さ
ら
に
個
人
競
技

二
種
目
で
参
加
し
た
の
は
二
十
二
名
で
し
た
。

個
人
競
技
で
、
一
等
・
二
等
を
と
れ
た
利
用

者
は
苑
で
の
作
業
な
ど
で
自
主
的
に
こ
ま
め

に
体
を
動
か
し
て
い
る
人
で
し
た
。
賞
品
を

受
け
と
る
時
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

　

今
後
、
多
く
の
利
用
者
に
参
加
し
て
も
ら

う
事
を
目
的
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
の
利
用
者
の
状
況
を
知
り
、
競
技
内
容

を
職
員
自
ら
考
え
、
検
討
し
、
実
行
し
て
い

く
事
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

衣　

替　

え

　

秋
に
な
り
利
用
者
が
着
て
い
る
洋
服
も
長

袖
に
な
り
暖
か
い
服
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

け
れ
ど
、
な
か
に
は
季
節
が
分
か
ら
ず
、
半

袖
の
重
ね
着
な
ど
し
て
衣
類
の
調
節
が
自
分

で
は
出
来
な
い
人
も
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

毎
年
二
回
春
と
秋
に
衣
類
の
入
れ
替
え
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
今
の
時
期
に
着
る
洋
服
は
、

居
室
の
タ
ン
ス
に
入
れ
て
お
き
ま
す
。
そ
し

て
、
着
な
い
洋
服
は
、
衣
装
ケ
ー
ス
に
入
れ

倉
庫
に
春
の
時
期
が
来
る
ま
で
収
納
し
て
お

き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
寒
く
な
り
ま
す
の
で
、
そ

の
日
に
合
わ
せ
て

衣
類
の
調
節
を
し

て
利
用
者
皆
さ
ま

の
健
康
管
理
に
努

め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

パ ン 喰 い 競 争
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�
十
一
月
の
行
事

　

出
張
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ　

十
一
月　
　

六
日

　

文
化
祭　
　
　
　
　
　

十
一
月　

十
三
日

　

遠　

足
（
観
劇
と
国
産
う
な
ぎ
）

　

十
月
二
十
八
日
、
お
芝
居
と
舞
踊
シ
ョ
ー

の
大
衆
演
劇
を
観
劇
に
出
か
け
ま
し
た
。
年

二
回
行
わ
れ
る
観
劇
を
毎
回
楽
し
み
に
し
て

い
る
利
用
者
も
多
く
、
母
と
子
が
離
れ
ば
な

れ
に
な
り
、
再
会
す
る
人
情
劇
で
は
、
涙
ぐ

む
利
用
者
も
い
ま
し
た
。

　

舞
踊
シ
ョ
ー
で
は
、
皆
さ
ん
身
を
乗
り
出

す
様
に
し
て
み
て
い
ま
し
た
。
観
劇
と
セ
ッ

ト
に
な
っ
た
昼
食
も
彩
り
よ
く
盛
ら
れ
、
皆

さ
ん
満
足
さ
れ
た
様
子
で
し
た
。

　

又
、
観
劇
な
ど
外
出
が
困
難
に
な
っ
て
き

た
利
用
者
も
年
々
増
え
て
き
た
た
め
、
今
回

初
め
て
、
苑
に
残
っ
た
利
用
者
に
は
、
国
産

う
な
ぎ
を
昼
食
に
提
供
し
ま
し
た
。
う
な
ぎ

は
皆
さ
ん
大
好
物
な
の
で
、
美
味
し
く
頂
き
、

全
員
完
食
で
し
た
。
ま
た
、
う
な
ぎ
が
苦
手

な
人
に
は
、
刺
身
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

入
浴
予
備
日
の
設
定

　

月
曜
・
金
曜
日
の
入
浴
日
の
他
に
新
た
に

水
曜
日
を
入
浴
予
備
日
と
し
ま
し
た
。

　

立
ち
上
が
り
や
歩
行
困
難
な
利
用
者
四
名

を
対
象
と
し
た
入
浴
日
で
す
。

　

利
用
者
一
人
に
二
〜
三
名
の
支
援
員
が
付

き
添
い
介
助
を
し
ま
す
。
今
ま
で
よ
り
、
丁

寧
か
つ
安
全
な
入
浴
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

観 　 　 　 　 劇
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救
護
施
設

慈じ

翠す
い

舘か
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
の
木
一
一
四
六
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九―

二
四―

二
八
七
一

　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
外
出

　

九
月
二
十
六
日
・
三
十
日
・
十
月
二
日
と

三
班
に
分
か
れ
て
、
愛
宕
山
天
狗
の
森
（
笠

間
市
）
へ
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
外
出
を
し
、
い
ず

れ
の
班
も
天
気
に
恵
ま
れ
て
、
楽
し
か
っ
た

で
す
。

　

会
場
で
は
、
各
班
ご
と
に
準
備
を
し
、
野

菜
を
洗
う
人
、
包
丁
を
使
い
材
料
を
切
る
人
。

中
に
は
、
包
丁
使
い
が
上
手
な
方
も
見
ら
れ

ま
し
た
。
時
間
の
経
過
と
共
に
、
美
味
し
い

香
り
が
漂
い
始
め
、
お
に
ぎ
り
を
片
手
に
食

事
開
始
。
野
菜
の
甘
み
を
感
じ
な
が
ら
、
お

か
わ
り
を
す
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

他
に
焼
き
そ
ば
・
み
か
ん
も
あ
り
、
皆
さ
ん

の
お
腹
は
一
杯
に
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

食
後
は
、
記
念
撮
影
を
し
て
散
策
で
す
。

山
の
頂
上
の
神
社
ま
で
、
頑
張
っ
て
登
り
、

参
拝
を
し
た
班
も
あ
っ
た
様
で
す
。

　

自
然
の
中
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
は
、
皆
さ

ん
に
と
っ
て
、
休
息
の
時
間
と
な
り
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

滴
翠
会
秋
季
運
動
会

　

十
月
九
日
、
滴
翠
会
秋
季
運
動
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
競
技
は
個
人
種
目
と
し
て
、
空
き

缶
タ
ワ
ー
・
魚
釣
り
が
行
わ
れ
、
団
体
種
目

は
紅
白
玉
入
れ
・
く
す
玉
割
り
、
大
玉
運
び

（
職
員
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

個
人
種
目
で
は
、
目
指
せ
一
位
と
一
生
懸

命
に
競
技
に
参
加
し
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
又
、
団
体
種
目
の
玉
入
れ
で
は
、
椅

子
に
座
っ
た
ま
ま
篭
に
玉
を
投
げ
入
れ
る
競

技
で
す
が
、
中
に
は
一
個
で
も
多
く
入
る
様

に
と
力
が
入
り
、
つ
い
つ
い
立
っ
て
し
ま
う

方
や
、「
も
っ
と
高
く
」「
良
く
ね
ら
っ
て
」

な
ど
、
競
技
に
参
加
し
て
い
る
方
も
応
援
し

て
い
る
方
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。

　

運
動
会
の
後
は
皆
さ
ん
楽
し
み
の
お
弁
当

で
す
。
彩
り
豊
か
な
お
弁
当
が
用
意
さ
れ
て
、

体
も
動
か
し
お
腹
も
す
い
て
い
た
様
で
皆
さ

ん
大
満
足
で
し
た
。

バ ー ベ キ ュ ー
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�
職
員
研
修
・
会
議

　

会
計
事
務
担
当
者
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
月　
　

二
日

　

全
国
救
護
施
設
研
究
協
議
大
会

　
　
　
　
　
　

十
月
二
十
三
日
・
二
十
四
日

　

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修

　
　
　
　
　
　
　

十
月
二
十
九
日
・
三
十
日

　

�
十
一
月
の
行
事

　

文
化
祭　
　
　
　
　
　

十
一
月　
　

三
日

　

作
品
賞
受
賞
者
食
事
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
月　
　

六
日

　

勤
労
感
謝
祭　
　
　
　

十
一
月
二
十
七
日

　

石
岡
市
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

十
月
四
日
、
石
岡
市
運
動
公
園
体
育
館
に

於
い
て
第
二
十
二
回
石
岡
市
障
が
い
者
ス
ポ

ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
に
在

住
の
障
が
い
者
の
方
、
施
設
の
利
用
者
と
職

員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
小
・
中
学
生
、
家
族

な
ど
約
六
百
名
が
集
ま
り
、
賑
や
か
な
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

慈
翠
舘
か
ら
も
利
用
者
・
職
員
含
め
三
十

三
名
が
参
加
し
、
魚
釣
り
競
争
や
ボ
ウ
リ
ン

グ
な
ど
の
個
人
競
技
と
、
玉
入
れ
や
綱
引
き

な
ど
の
団
体
競
技
に
出
場
し
ま
し
た
。
団
体

競
技
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
小
・
中
学
生

も
加
わ
り
、
夢
中
に
な
っ
て
汗
を
か
き
な
が

ら
頑
張
り
ま
し
た
。

　

総
合
成
績
は
七
チ
ー
ム
中
六
位
と
奮
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
帰
り
の
バ
ス
の
中
で
は

「
来
年
は
こ
う
し
よ
う
」
と
、
作
戦
を
練
っ

て
い
ま
し
た
。
来
年
こ
そ
優
勝
で
き
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
。

ス ポ ー ツ 大 会 風 景
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特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

明め
い

翠す
い

苑え
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
の
木
一
一
四
八
一―

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九―

二
三―

九
六
二
〇

　

炊
き
出
し

　

十
月
二
十
八
日
、
今
回
初
め
て
の
試
み
と

し
て
、
今
年
の
始
め
に
完
成
し
た
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
発
電
機
を
使
用
し
て
炊
き
出
し
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
発
電
機
は
、
停
電
時
に
ガ
ス

が
発
電
機
に
供
給
さ
れ
、
自
動
的
に
発
電
し

屋
内
の
コ
ン
セ
ン
ト
へ
電
気
が
流
れ
ま
す
。

ガ
ス
は
厨
房
に
直
結
さ
れ
、
毎
日
の
皆
さ
ん

の
食
事
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

炊
き
出
し
の
目
的
は
、
発
電
機
の
試
運
転

を
兼
ね
て
の
災
害
時
に
向
け
た
訓
練
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
当
日
は
避
難
訓
練
を
実
施
し
、

皆
さ
ん
は
屋
外
に
避
難
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
発
電
機
の
ガ
ス
に
ガ
ス
台
を

つ
な
い
で
、
調
理
し
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
と
ス

ー
プ
を
昼
食
と
し
て
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
調
理
員
を
含
め
職
員
一
丸
と
な

り
災
害
を
想
定
し
た
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
明
翠
苑
も
様
々
な

災
害
時
の
対
策
や
設
備
が
増
え
ま
し
た
。
そ

の
設
備
は
職
員
の
誰
も
が
扱
え
る
よ
う
、
今

後
も
訓
練
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

い
も
煮
会

　

秋
晴
れ
と
な
っ
た
十
月
二
十
五
日
、
華
翠

会
舘
前
庭
で
い
も
煮
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

余
興
で
は
、
今
年
も
施
設
長
・
職
員
の
息

子
さ
ん
・
職
員
に
よ
る
お
囃
子
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
お
囃
子
も
明
翠
苑
で
は
恒
例
に
な

り
、
待
っ
て
い
ま
し
た
と
言
わ
ん
ば
か
り
に

身
体
を
躍
ら
せ
る
方
が
い
ま
し
た
。

　

昼
食
は
、
も
ち
ろ
ん
調
理
員
特
製
の
い
も

煮
汁
で
す
。
い
も
が
と
ろ
と
ろ
に
な
る
ま
で

し
っ
か
り
煮
込
ま
れ
、
皆
さ
ん
美
味
し
そ
う

に
召
し
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回

の
い
も
煮
会
の
目
玉
は
、
や
は
り
目
の
前
で

焼
い
て
い
る
所
が
見
ら
れ
た
秋
刀
魚
で
し
ょ

う
か
。
皆
さ
ん
で
食
卓
を
囲
み
、
秋
刀
魚
が

焼
き
あ
が
る
の
を
待
っ
て
い
る
時
は
、
楽
し

か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
感
染
症
の
予
防
対
策
や
寒
さ
の
た

め
、
屋
外
で
の
活
動
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
屋
内
で
も
寒
さ
に

負
け
な
い
よ
う
な
楽
し
い
行
事
を
行
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

い 　 も 　 煮 　 会
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明翠苑ニュース
（10月分）

面　会　　　　  81件　延109名来苑
ショートステイ　　  3名　延28日利用
ボランティア
　売　　店　　　　１名　２日来苑
　シーツ交換　　　３名　１日来苑
　いも煮会（踊り）１名　１日来苑
研　修
　クレーム対応力強化研修
　　　　　　　　　　10月１・２日
　社会福祉法人事務担当者研修
　　　　　　　　　　　　10月２日
　介護支援専門員研修
　　　　　　　　　　10月10・23日

ふぁみりー通信

10月の出来事

10月６日　十三夜では、各グループ
　ですすきやお団子などが窓際に供
　えられました。
10月９日　滴翠会秋季運動会が行わ
　れ、法人傘下の各施設が集まり、
　競い合いました。
10月17日　慰霊祭が執り行われ、職
　員も含め皆さんと明翠苑在籍中に
　お亡くなりになった方のご冥福を
　お祈りしました。
10月25日　いも煮会が行われ、余興
　ではお囃子、昼食には目の前で焼
　かれた秋刀魚などを召し上がられ
　ました。
10月28日　災害時を想定した炊き出
　しを行いました。皆さんにとって
　は屋外での昼食で楽しまれている
　ようでした。

明翠苑の「日常あ・れ・こ・れ」

売　　店

　明翠苑では、左記の明翠苑ニュー
スにも記載の通り、毎月２回「売店」
を行なっています。ボランティアさ
んを招き、主にお菓子類を中心に販
売してくれています。
　売店は、皆さんにとって待ちに待
った日です。開店前からソワソワさ
れる方やその日の商品をチェックさ
れている方もいます。しかし、混雑
や品切れで毎回買えないという方が
出ないよう、公平に多床室（さくら・
ひまわり）ユニットの３グループを
ローテーションで順番に購入してい
ただいています。
　明翠苑の１番人気は飴です。特に
黒飴が人気で、購入される方は「口
がさびしい」「毎日なめていたい」
と話されていました。２番目はスナ
ック菓子です。おせんべいも人気が
ありますが、硬いものが食べられな
い方や苦手な方も多く、スナック菓
子が上位人気となっています。寒天
やゼリーも並びますが「この前おや
つで食べたよね？」「これは味がな
ぁ」と皆さん舌が肥えていらっしゃ
り、賛否両論です。
　この時期、美味しい物が食べられ
る行事やイベントがたくさんありま
す。食べ過ぎはもちろん、栄養バラ
ンスの偏りなど、管理栄養士や看護
師を含め注意してみていきたいと思
います。
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デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

十
月
二
十
日（
月
）

参加人数　　　９名（男１名　女８名）
送　　迎　　　往き 8:30　帰り 16:00
昼食のメニュー　御飯、魚のから揚げ梅ソース
　　　　　　　大豆とひじきの煮物
　　　　　　　ブロッコリーと人参の和風サラダ
機能訓練　　　嚥下体操、リハビリ体操
レクリェーション　工作・ドライブ

　今週からドライブ週間として茨城空港近く
の「空の駅 そ・ら・ら」へ皆さんが行ける様
に計画しました。今日は利用者３名で行って
来ました。ある利用者さんは、娘夫婦が現地
で待っていてくれ、親子水入らずで散策し

「楽しかった」「良かった」と喜んでいました。
これから行く皆さんも楽しんで下さい。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

華か

翠す
い

会か
い

舘か
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
の
木
一
一
四
八
〇

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九―

二
三―

八
二
〇
〇

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

十
月
九
日（
木
）

参加人数　　　５名（男１名　女４名）
送　　迎　　　往き 8:30　帰り 16:00
昼食のメニュー　御飯、チキンカツ
　　　　　　　切り干し大根煮、なめこおろし和え
機能訓練　　　嚥下体操、リハビリ体操
レクリェーション　滴翠会秋季運動会

　滴翠会秋季運動会が行なわれました。
さわやかな風の中、とても気持ちの良い
日でした。『魚釣り競争』『空き缶タワー』

『パン食い競争』に全員・全種目に参加
しました。「魚釣りは難しかった」「まわ
りが早く釣りすぎ」「缶タワーはすぐ出
来たね」「みんな早いね」等々の声が聞
かれました。皆さんお疲れ様でした。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

十
月
六
日（
月
）

参加人数　　　６名（男２名　女４名）
送　　迎　　　往き 8:30　帰り 16:00
昼食のメニュー　御飯、さばの味噌煮、とろろ芋
　　　　　　　ほうれん草の五目和え、フルーツ（みかん缶）
機能訓練　　　嚥下体操、リハビリ体操
レクリェーション　運動

　今日は台風で、外は大荒れです。雨の中待
っていてくれる利用者さんのお迎え時間に余
裕を持って安全運転に気をつけて行きました。
デイに着き、入浴が終わる頃には、空に晴れ
間も見えていました。「デイに来て皆と一緒だ
と台風も恐くないね」「良かったね台風行っち
ゃって」と皆さんホッとした表情でした。帰
りはいつも通り穏やかに帰って行きました。

台
風
の　

外
れ
て　

心
の
休
ま
れ
り

　
　
　
　
　

久
し
ぶ
り
な
る　

青
き
大
空

皆
さ
ん
の　

元
気
な
お
顔　

見
る
度
に

　
　
　
　
　

今
日
も
一
日　

楽
し
日
と
な
る

世
の
中
は　

楽
し
く
通
る　

道
も
あ
り

　
　
　
　
　

越
さ
ね
ば
な
ら
ぬ　

峠
道
あ
り

長
き
夜
の　

眠
れ
ぬ
ま
ゝ
に　

寝
返
り
つ

　
　
　
　

ぼ
ん
ぼ
ん
時
計　

一
つ
な
り
た
る

華
翠
会
舘
利
用
者　

小
島
せ
ん

文芸
コーナー

　
　
　

 

短　

歌

茨 城 空 港 へ ド ラ イ ブ
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明
翠
苑
居
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

石
岡
市
半
の
木
一
一
四
八
一―

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九―

二
三―

九
六
三
四

　

介
護
用
品
を
安
全
に

　

介
護
用
品
は
、
う
ま
く
使
え
ば
便
利
で
介

護
を
楽
に
で
き
る
も
の
な
の
で
す
が
、
使
い

方
を
誤
っ
た
り
不
具
合
を
放
置
し
た
ま
ま
使

い
続
け
た
こ
と
に
よ
る
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
ベ
ッ
ド
と
ベ
ッ
ド
柵
の
間
や

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
の
ひ
じ
掛
け
と
背
も
た

れ
の
す
き
間
に
身
体
を
挟
ん
で
し
ま
っ
た
と

い
う
事
故
で
は
死
亡
に
つ
な
が
っ
た
事
例
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

車
椅
子
の
ハ
ン
ド
ル
の
接
続
部
分
が
外
れ

た
り
、
歩
行
器
の
車
輪
が
脱
落
す
る
不
具
合

の
場
合
も
、
転
倒
し
て
打
撲
し
た
人
が
い
る

そ
う
で
す
。

　

最
近
で
は
福
祉
用
具
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

足
用
ロ
ー
ラ
ー
式
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
の
カ
バ
ー

が
な
い
状
態
で
首
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
な
い
、

衣
服
が
ロ
ー
ラ
ー
に
巻
き
つ
い
て
窒
息
し
た

と
い
う
事
故
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

明
ら
か
な
誤
使
用
で
す
。
同
じ
よ
う
な
誤
使

用
に
よ
る
事
故
が
何
件
か
起
き
て
お
り
、
メ

ー
カ
ー
で
は
製
造
を
中
止
す
る
と
と
も
に
、

一
切
使
用
し
な
い
よ
う
に
呼
び
か
け
て
い
た

そ
う
で
す
が
、
高
齢
者
だ
と
テ
レ
ビ
や
新
聞

を
見
な
い
人
も
多
く
、
そ
う
い
っ
た
情
報
に

気
付
き
に
く
か
っ
た
り
、
何
か
あ
っ
た
と
き

に
自
分
で
対
処
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
よ
う

で
す
。

　

介
護
用
品
は
購
入
し
て
使
う
方
法
と
、
レ

ン
タ
ル
し
て
使
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。
購
入

し
て
し
ま
え
ば
一
時
金
で
済
む
の
で
長
く
使

う
こ
と
を
考
え
れ
ば
費
用
は
安
上
が
り
で
す

し
、
自
分
の
も
の
に
な
る
の
で
遠
慮
な
く
使

え
る
か
ら
い
い
と
言
う
人
も
い
ま
す
。

　

レ
ン
タ
ル
の
場
合
は
月
々
の
支
払
い
は
少

額
で
も
、
長
期
に
わ
た
っ
て
使
用
す
る
場
合

は
購
入
金
額
を
超
え
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
代
わ
り
に
必
要
が
な
く
な
れ
ば

業
者
に
引
き
取
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
、
そ
れ

に
定
期
的
に
点
検
し
、
不
具
合
が
あ
っ
た
場

合
は
修
理
し
て
も
ら
え
る
と
い
う
安
心
感
が

あ
り
ま
す
。
本
人
の
状
態
が
変
わ
っ
た
と
き

に
本
体
の
交
換
を
す
る
必
要
が
生
じ
る
可
能

性
も
考
え
る
と
、
レ
ン
タ
ル
の
方
が
便
利
な

面
も
あ
り
ま
す
。

　

ど
ち
ら
を
選
ぶ
か
は
そ
の
人
の
判
断
に
よ

る
で
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
ど
ち
ら
に
し
て
も

誤
っ
た
使
い
方
を
し
た
場
合
や
、
勝
手
に
改

造
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
保
証
の
対
象
に
な

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。

　

せ
っ
か
く
の
便
利
な
道
具
で
す
。
正
し
く

使
っ
て
快
適
な
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー　

井
川　

由
美
子　
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養 護 老 人 ホ ー ム　  滴 　 　 翠 　 　 苑
救 　 護 　 施 　 設　  慈 　 　 翠 　 　 舘
特 別 養 護 老 人 ホ ー ム　  明 　 　 翠 　 　 苑
特別養護老人ホームユニット型　  明 　 　 翠 　 　 苑
デイサービスセンター　  華　　翠　　会　　舘
明 翠 苑 居 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー

社会福祉法人　滴　翠　会

ご利用をお待ちしています

医 　 療 　 法 　 人 　 高 　 木 　 医 　 院

http://tekisuikai.or.jp/

職員募集中　詳しくはホームページ又は施設へご連絡下さい

《豚肉と葱の卵とじ》
　冬が旬の葱には辛味成分であるアリシンが含まれ、体を温める作用があります。ま
た疲労回復効果のあるビタミンB1の吸収を高める作用もあるためビタミンB1を多く含
む豚肉との組合せはぴったりです。

●材　料（４人前）

　豚もも肉 ……………… 約240g
　長　葱 ………………… ２本
　人　参 ………………… ４㎝
　だし汁 ………………… １カップ
　正　油 ………………… 大さじ２
　砂　糖 ………………… 大さじ１½
　みりん ………………… 大さじ１
　酒 ……………………… 大さじ１
　卵 ……………………… ４個

１人分　エネルギー 210kcal
　　　　塩分 1.5g

●作り方

① 豚肉は２〜３㎝幅に切る。人参は千切り
　 葱は２㎝幅のななめ切りにする。
② だし汁に調味料を入れ火にかけ、沸騰した
　 ら、豚肉・人参・葱を入れ、中火で葱がや
　 わらかくなるまで煮る。
③ 火を強くし、とき卵をまわしかけ、ふたを
　 して10秒程度したら火を消し１〜２分した
　 ら出来上がりです。

明翠苑　管理栄養士　飯田　仁美　


